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海外醸造蔵の増加
海外でSAKEを造っている蔵は、現在35蔵以上。毎年のように増えている
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2017年1⽉〜＠London
「カンパイ」

クラウドファウンディング
を活⽤。昨年、規模を拡張

2018年1⽉〜＠NY
「ブルックリン・クラ」

PRも積極的に⾏い
New York Timesにも掲載

2018年10⽉〜＠UK
「堂島SAKE Brewery」

1本15万円のSAKEを販売
教育にも⼒を⼊れている
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品質も⾼い海外産のSAKE
近年、海外醸造酒が世界的なコンペティションで受賞

ここ5年以内には、国内の伝統的な品評会でも受賞が予測されている
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ロンドン酒チャレンジ
ヨーロッパ初の⽇本酒品評会

IWC SAKE部⾨
世界で最も権威あるワインのコンテスト

ニュージーランド / 全⿊「純⽶吟醸」

アメリカ / SAKE One「G joy」

アメリカ / Gekkeikan USA「Black&Gold」

アメリカ / Shochikubai「Classic Junmai」
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世界的に広まる⽇本酒
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【⾹港】地元料理とペアリング
「クールなSAKE」として提供

【パリ】三ツ星レストランで
ロブション2世による⽇本酒提供

【英国】試飲ルームのある醸造施設
酒蔵⾒学も開催

海外から来⽇し
⽇本各地で外国⼈蔵⼈が活躍

リシャール・ジェフロワ(仏)
富⼭県⽴⼭町

ダリル・コディー(⽶)
渡辺酒造店/岐⾩県

王砿⽣(中)福井酒造/愛知県
ジャスティン・ポッツ(⽶)
⽊⼾泉酒造/千葉県

ケリー・カミンスキー (⽶)
⻄⼭酒造場/兵庫県

フィリップ・ハーパー(英)
⽊下酒造/京都府

SAKE CENTRAL

Dojima Sake Brewery

パヴィヨン・ルドワイヤン
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2018年まとめ・2019年 市場予測
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2019年は、これまでの流れが加速
現地醸造や⾼価格帯市場の形成がさらに進む

1. ⾼価格帯を中⼼とした輸出の増加
2. 海外醸造蔵の増加と品質向上
3. 海外での⽇本酒取扱い飲⾷店の増加

ドンペリの元最⾼醸造
責任者が富⼭県で⽇本
酒造りを開始予定

獺祭を造る旭酒造が
NYに酒蔵建設中
WAKAZEもフランス
で醸造を計画中
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5）市場課題
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⻑い歴史をもつ伝統産業であるがゆえ、業界・市場・流通の構造が固定化
既存のプレイヤーからは市場を活性化する”起爆剤”がなかなか現れない

課題
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「安すぎる」ことによる機会損失

最上位カテゴリーといわれる純米大吟醸酒

でも商品価格の相場は5,000円以下

「酒米」と「特定名称」に頼った値付け

各商品を差別化する要素が乏しく、

消費者が付加価値を感じられない

年々減っていく酒蔵の数

廃業が相次ぐ酒蔵。新規参入が

少なく、イノベーションが起きづらい。

参照：h_p://www.hagino-shuzou.co.jp/blog/201411181016.php

イノベーションの大きなチャンスが！
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課題
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キーワードはラグジュアリーブランドの不在
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質疑応答

⾼単価商品が必要なのではなく、
これからはラグジュアリーブランドが必要
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